
２/24開催日時

２０２４．

〔土〕

13:00～16:20

開催場所 徳島グランヴィリオホテル

主 催

共 催

徳島市万代町３丁目５−１

徳島大学人と地域共創センター
徳島大学環境防災研究センター

徳島県、徳島県教育

令和５年度徳島大学地域防災シンポジウム

映画 『「生きる」大川小学校 津波裁判を闘った人たち』 に学び備える
～学校を子どもの命の最後の場所にしないために～

2011年3月11日に発生した東日本大震災の津波で児童74人（うち4人は行
方不明）と教職員10人が犠牲となった宮城県石巻市の大川小学校。「な
ぜわが子が学校で最期を迎えたのか」。その真実を求め、石巻市と宮城
県を被告にして提起した国家賠償請求の裁判を含む10年間にわたる親た
ちの貴重な撮影記録をまとめ上げたドキュメンタリー映画『「生きる」
大川小学校 津波裁判を闘った人たち』（監督：寺田和弘氏）。
徳島県でも南海トラフ地震・津波等の発生が危惧される中、映画の上映
会と裁判原告代理人を務めた吉岡和弘・齋藤雅弘の両弁護士の解説から、
「二度とこのような悲劇を起こさない」「学校を子どもの命の最後の場
所にしない」ために、私達がするべきことについて共に学び、備えます。

タイムテーブル
司会・全体コーディネート
徳島大学人と地域共創センター 学術研究員 井若 和久

12:30 会場・受付

13:00 開催挨拶

徳島大学人と地域共創センター センター長 田中 俊夫

13:05 第１部 上映会

映画 『「生きる」大川小学校 津波裁判を闘った人たち』
（監督：寺田和弘氏）

15:20 第２部 講演会

講師：大川小学校 津波裁判原告代理人弁護士
   吉岡和弘氏・齋藤雅弘氏

①解説 「大川小学校の津波裁判の要点と学校防災の
 教訓」

②質疑応答「参加者からの質問に対する講師の回答」

16:15 閉会挨拶

徳島大学環境防災研究センター センター長 蒋 景彩

本日の趣旨・予定
参加費無料

申込先着順
（150名）

申し込みは次のアドレス、右のQRコード
のいずれからエントリーが可能です。

申込期限：令和６年２月１８日（日）

申込方法：

https://forms.gle/NFCid6o2oFSSMxPd8

１５０名（先着順）定 員：

問合せ先：

〒779-2103 徳島県海部郡美波町西の地字大谷48-1
（美波町地域共創センター）

TEL&FAX： 0884-70-1274

徳島大学・美波町地域づくりセンター〔井若〕

MAIL：tokushima-minami@tokushima-u.ac.jp

２０２２年文部科学省選定作品

上映会

講演会

×

※定員に達した時点で締切させていただきます



【講師プロフィール】 大川小学校 津波裁判原告代理人弁護士

吉岡 和弘 氏 １９４７年北海道生まれ。弁護士（仙台弁護士会所属）。サラ金・クレジット被害、豊田商事被害、原野商法
被害、欠陥住宅被害などの消費者問題に積極的に取り組む。日弁連消費者問題対策委員会副委員長、全国市民
オンブズマン連絡会議代表幹事、宮城教育大学非常勤講師など、多方面で活躍。

齋藤 雅弘 氏 １９５４年生まれ。１９８０年一橋大学法学部卒業、１９８２年東京弁護士会登録。現在、日弁連消費者問題
対策委員会幹事、経済産業省消費経済審議会臨時委員、一橋大学法学部非常勤講師。東京都千代田区に四谷の
森法律事務所を開設。
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